


数と式 

正答率

48.7%
無解答率  

5.5% 

図形 

正答率

57.2%
無解答率 
9.7% 

関数 

正答率

50.9%
無解答率 
4.9% 

データの活用 

50.3% 

正答率

正答率 

4つの領域における正答率と無解答率 

9.5% 
無解答率 

令和８年度徳島県学力ステップアップテスト結果（県平均） 
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数と式 図 形 関数 データの活用
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数と式 図 形 関数 データの活用

正答率

87.3% 

円柱が回転体としてどのように構成されている
かということは、理解している

成果



81.9% 
正答率

タイピングの記録を基準との違いで表すような
具体的な状況設定があれば、数学的な概念を適
切に活用できる。

成果

成果

事象を理想化・単純化することで
表された直線のグラフを、事象に
即して解釈することができる

問題場面
における
考察の対
象を明確
に捉える
ことがで
きる

与えられた表
やグラフから、
必要な情報を
適切に読み取
ることができる



課題

正答率

17.4% 
文字を用いて式に表現することに課題がある。

正答率

22.3% 
解決までの見通しをもち、処理していくことに
課題がある。（立体を展開図で表す→側面の横の長さを
求める→側面・底面の面積を求める→合計する）

課題

正答率

22.6% 

関数についての概念理解に課題がある。

正答率

40.1% 

相対度数についての概念理解に課題がある。

無解答率

25.9% 



課題

正答率

25.9% 

無解答率

32.2% 

2つの度数分布多角形の特徴を比較して数学的
に説明することに課題がある。

課題

正答率

36.8% 

無解答率

9.5% 

数学的な根拠に基づいて自分の考えを説明･記述
することに課題がある。



課題

正答率

46.6% 

無解答率

23.4% 

図形の周の長さの違いなどを言葉や式で論理的
に説明することに課題がある。

課題

概念の理解に課題がある。

数学的な根拠に基づき、説明･記述することに
課題がある。

知識･技能

思考･判断･表現

用語の意味の理解に課題がある。



生徒の授業に臨む意識は？

考えることより覚えることに重点を置いていないか？

意味を理解せずに解き方を覚える

意味を理解していないから
学んだことを活用できない

新しい課題の解決方法を
見いだすことができない

新規の問題の解決に既習事項が活用できない

教師が解き方をわかりやすく教える授業では・・・

悪循環

生徒が気付き、考え、表現する授業づくりへ

知識･技能

用語の意味・概念を正しく理解するために 

誤用や誤答から再確認 

既習事項や他の言葉との関連付け

図示による視覚化

用語を活用した説明活動



発問の工夫（例） 

知識･技能

生徒の思考を引き出す発問・問い返し 

既習の知識・技能を確認 思考の範囲を広げる 問題を焦点化

めあてにつなげる 解決の根拠を問う ゆさぶりをかける

今までに学習したことを使
えませんか？

○○の場合も成り立
ちますか？

今までの学習とどこが違いま
すか？
何がわかればいいのですか？

何について考えたい・
調べたいですか？

どうしてそう考えたの
ですか？

本当に正しいですか？

思考･判断･表現

共有する場面、比較・検討する場面設定 

数学的な表現を用いた説明をする場面設定 

表現する場面設定 

思考･判断･表現

日頃から考えの過程を書く、話す習慣 



１ 考え方や理由の言語化（口頭・短い記述） 
正解を書くだけでなく、「どう考えたか」「なぜそうなるのか」というプロセスを
言葉にさせる。 

２

３

４

５ 他者への伝わりやすさを意識した推敲
自分の記述に対し、「なぜそういえるのか」「他の人に伝わるか」という問い返しを行い、根
拠を明らかにした記述へと洗練させる。

思考･判断･表現 表現力を高めるためのステップ 

モデルとなる説明の活用と書き換え
正しい証明や説明を読み、その方針を理解させた上で、条件が少し変わった類似の問題に
対して、元の説明をベースに書き換えさせる。

不完全な説明の修正・補完
あえて提示された「不完全な説明」や「未完成の説明」を読み、不足している要素を書き足
させたり、誤りを修正させたりする。

図や根拠と関連付けた記述
数値や式だけでなく、それらが「図のどこの長さを指しているのか」「問題文のどこに書いて
ある根拠なのか」を明示させる。

（見いだした事柄や事実を説明する問題）

「○○は、◇◇になる。」のような形で、「前提（○○）」と、それに
よって説明される「結論（◇◇）」の両方を記述する。

事柄・事実の説明

（事柄を調べる方法や手順を説明する問題）

「用いるもの」（表、式、グラフ）を明確にした上で、その「用い

方」（ y座標がある値となるときの x座標の値を読み取るな
ど）を記述する。

方法・手順の説明

説明する問題① （全国学力・学習状況調査解説資料より）

説明する問題② （全国学力・学習状況調査解説資料より）



（事柄が成り立つ理由を説明する問題）

「○○であるから、△△である。」のような形で、「根拠
（○○）」と、「成り立つ事柄（△△）」の両方を記述する。

理由の説明

説明する問題③ （全国学力・学習状況調査解説資料より）

説明する問題③－２ （全国学力・学習状況調査解説資料より）

示された説明すべき事柄の根拠を記述する形式

説明すべき事柄を判断し、その根拠と成り立つ事柄
を記述する形式

説明する問題③－１ （全国学力・学習状況調査解説資料より）

1. 学習内容の確実な定着とメタ認知能力の育成
授業で学んだことを「なんとなく」で終わらせず、
「自分は何を理解し、何がまだ分からないのか」を客観的に把握する
ことに大きな意義がある。

2. 自己成長の可視化
振り返りを記録し続けることで、
「以前はできなかったことが、今はできるようになった」という変化を
可視化できる。

3. 授業改善へのフィードバック
「今日の授業の内容がどのくらい伝わったか」を確認するための貴
重なデータとなる。
クラス全体の理解度や、個別の支援が必要な生徒を瞬時に見取るこ
とができ、翌日以降の指導計画の修正（授業改善）に生かすことが
できる。



今後の課題
今後克服したい部分や改善点。

本時の内容の理解度
その日の学習内容をどの程度理解できたか。

自己の変容や気づき
学習を通じて自分がどう変わったか、何に気づいたか。
新たな疑問
さらに考えてみたいことや、新しく沸いた疑問。

活用した知識・技能の明確化
問題解決のために学んだ何（既習事項）を使ったか。

導入

評価

まとめ

共有

解決

教師が「めあて」を板書
し、解法を提示する

正解か不正解かで判断
する

解き方の手順を板書する

正解かどうかの確認が
中心

すぐにグループ活動や解
説に入る

生徒に疑問や不思議をもたせ、
解決の意欲を引き出す

思考のプロセスや自力で進も
うとする姿勢を認める

活用した知識・技能や、問題解
決のポイントを明確にする

「なぜそうなるか」を言語化し、
不完全な説明を修正・補完する

まず個人で考える時間を確保
し、メタ認知を促す

教師が解き方を
わかりやすく教える授業

生徒が気付き、考え、
表現する授業へ



1. 試行錯誤と推測

動的幾何学ソフトウェアを用いて、図形や関数のグラフを画面上で動かす活動を取
り入れる。試行を容易に繰り返すことができ、静止画では気づきにくいことを見いだ
しやすくなる。

2. データ分析と批判的考察

データからヒストグラムや箱ひげ図を瞬時に作成させることで、生徒が計算や作図
に時間を使うのではなく、「このデータからは何がいえるか」「異なる2つのデータの
傾向はどう違うか」といった、結果の解釈や判断に時間を使うことができる。

３. 考えの可視化と共有

自分の思考プロセスを図・式・言葉などで表現し、他者と瞬時に共有・比較させる。
他者の多様な考え方を読み解きながら、自分の考えを修正・洗練させ、より分かり
やすく筋道立てて説明（表現）する。

令和８年度の重点



学習ガイドの活用

授業改善と学力向上に
取り組んでいきましょう


